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　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、平成27

（2015）年９月の国連サミットで採択された「持続

可能な開発のための2030アジェンダ」に記載され

た平成28（2016）年から令和12（2030）年まで

の先進国、発展途上国など全ての国々を含めた全

世界の共通の国際目標です。

　ＳＤＧｓは、誰一人取り残さない、持続可能で

多様性と包摂性のある社会の実現を目指すもの

で、17のゴールとそれらに紐づく169のターゲッ

トで構成しています（図４参照）。

第２次滝沢市総合計画の推進に当たっては、国際的な共通の目標であるＳＤ
Ｇｓの達成に寄与できるよう、一体的な取組を推進します。

図４：ＳＤＧｓの 17 のゴール

ＳＤＧｓの一体的な推進2
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　第２次滝沢市総合計画基本構想において設定す

る指標は、市民主体による地域づくりの進捗度合

い、社会の影響や個人の価値観等の変化、行政の

各種取組の効果がどのように表れているか、推移

しているかを明らかにするための指標です。

　指標の検討に当たっては、「やさしさに包まれ

第４章　基本構想指標

　ＳＤＧｓが目標とする持続可能な社会は、現在

の世代の幸せと、将来の世代の幸せの両立が図ら

れた社会の実現を意味しており、「誰一人取り残

さない」、「持続可能で多様性と包摂性のある社会

の実現」といったＳＤＧｓの理念とともに、第２

次滝沢市総合計画の方向性と共通しています。

　そのため、第２次滝沢市総合計画では、経済・

社会・環境などのうち、市が市民と共に取り組む

ことが可能な分野における課題の解決に向けて、

ＳＤＧｓと市の政策との関連性を明らかにしなが

ら、一体的な取組を推進することにより、ＳＤＧ

ｓ目標の達成へ寄与することを目指します。

市の将来像や総合計画の取組効果の測定、実現に向けた進捗度を測るため、
16項目の「たきざわやさしさ指標」を設定し、毎年度のたきざわ幸福実感アン
ケート調査等により測定します。
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たまち」をテーマとした市民の皆さんとの懇談の

中から、いただいた意見が多かったものなどを、

「たきざわやさしさ指標」（表１参照）として設定し

ます。

　たきざわやさしさ指標は、将来像の実現状況の

目安となる「将来像指標」、基本構想の取組の方向

性として示した「かかわりによる市民主体活動」の

進捗状況をあらわす指標（市民のかかわり指標）、

市民生活の基盤の維持の進捗状況をあらわす指標

（暮らしやすさ指標）の16項目によって構成しま

す。

　市民のかかわり指標と暮らしやすさ指標には、

第２次滝沢市総合計画の進捗度合いを測定するも

のとして、性質別に市民の意向の推移を捉える主

観的な指標項目（主観的項目）と、市民のかかわり

と市民生活を客観的に捉えるための指標項目（客

観的項目）を定めます。

　また、「たきざわやさしさ指標」には、第２次滝

沢市総合計画の８年間で目指すべき目標値を設定

し、毎年度行う「滝沢地域社会に関するアンケー

ト調査（通称：たきざわ幸福実感アンケート調査）」

によって、現状値を測定し、滝沢市が全体として

「やさしさに包まれた滝沢」に向けて変化している

か推移を捉えつつ、第２次滝沢市総合計画の取組

を進めます。

　目標値の設定に当たっては、第２次滝沢市総合

計画策定時点の実績値を基準値とし、主観的項目

については、ＡＩシミュレーション
※9
を踏まえた目

標値を設定します。また、客観的項目については、

第１次滝沢市総合計画の評価、また、第２次滝沢

市総合計画に基づく取組の進展や今後の社会情勢

の推移等を踏まえた目標値を定めています。

※９　 ＡＩを用いて、様々な社会指標等を連関させたモデルの構築や分析を行い、多様な未来シナリオの分岐構造と分岐要因を
明らかにするシミュレーション技術。本市では、第２次滝沢市総合計画の策定に当たり、計画的かつ効果的な計画推進を
期すためにシミュレーションによる未来シナリオを比較検討し、計画の期間内に目指すべき状態を明らかにすることを
狙いとして、「政策提言ＡＩ」による市の未来像のシミュレーションを行いました。
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区分 項目 基準値
（年度）

令和９年度
目標値

令和13年度
目標値

①滝沢市で幸せに暮らしている
人の割合

56.8％
（令和５年度） 61.0％ 65.0％

②滝沢市は活力に満ちた地域
だと感じている人の割合

29.7％
（令和５年度） 35.0％ 40.0％

③自分が誰かを支えうる存在で
あると感じている人の割合

58.1％
（令和５年度） 62.0％ 66.0％

④周囲の人たちと「お互い様」
の関係性があると感じている
人の割合

69.6％
（令和５年度） 73.0％ 76.0％

⑤地域の居心地が良いと思って
いる人の割合

63.4％
（令和５年度） 68.0％ 72.0％

⑥積極的に挨拶を交わす人が
多いと感じている人の割合

39.0％
（令和５年度） 44.0％ 48.0％

⑦人々が集まり活動できる「場」
があると感じている人の割合

43.1％
（令和５年度） 46.0％ 50.0％

⑧ ―１　直近の市議会議員選挙
投票率

43.28％
（令和５年度） 50.00％ 55.00％

⑧ ―２　直近の市長選挙投票率 44.49％
（令和４年度） 50.00％ 55.00％

⑨市内公共施設利用者数
※10 726,020人

（令和４年度） 785,500人 805,500人

表１：たきざわやさしさ指標と目標値

※10　市内公共施設…ビッグルーフ滝沢、北部コミュニティセンター、滝沢ふるさと交流館、葉の木沢山活動センター、地区コミュ
ニティセンター及び市内体育施設

将
来
像
指
標

市
民
の
か
か
わ
り
指
標（
主
観
的
）

（
客
観
的
）
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区分 項目 基準値
（年度）

令和９年度
目標値

令和13年度
目標値

⑩心身ともに元気
　に暮らせている
　人の割合

56.3％
（令和５年度） 59.0％ 62.0％

⑪働く場があると
感じている人の
割合

22.1％
（令和５年度） 25.0％ 28.0％

⑫困っている人の声が届きやす
いと感じている人の割合

24.5％
（令和５年度） 28.0％ 31.0％

⑬滝沢市は住みやすい市だと感
じている人の割合

68.3％
（令和５年度） 72.0％ 75.0％

⑭子ども達が生き生きとしてい
ると感じている人の割合

42.6％
（令和５年度） 46.0％ 50.0％

⑮人口（岩手県毎月人口推計に
おける毎年度10月１日時点
の滝沢市の人口推計値）

55,467人
（令和４年度） 55,500人 55,500人

⑯一人当たり課税対象所得額
※11 2,624千円

（令和４年度） 2,700千円 2,800千円

※11　一人当たり課税対象所得額…市民税課税の対象所得額（非課税者を除く。）を納税義務者数で除して得た金額（翌年度の７
月末日現在）

暮
ら
し
や
す
さ
指
標（
主
観
的
）

（
客
観
的
）
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　市土は、現在及び将来における市民のための限

られた資源であるとともに、生活及び生産を通じ

た諸活動の共通の基盤です。そのため、利用に当

たっては、公共の福祉を優先させ、自然環境の保

全を図りつつ、地域の自然的、社会的、経済的及

び文化的条件に配慮して、市民が健康で文化的な

生活ができる環境の確保と市土の均衡ある発展を

図るため、総合的かつ計画的に行うことが重要で

す。

　したがって、市土の利用については、市民の安

全・安心を確保しつつ、計画的な土地需要の調整

を行い、市土の適切かつ効率的な土地利用の確保

を図ることを念頭に、以下の基本方針とします。

　活力とにぎわいのある利便性の高い都市空間の

創出や、高等教育機関や研究機関が集積する本市

の特色を活かしたまちづくりを進めるとともに、

岩手山や北上川に代表される豊かな自然に恵まれ

た心地良い環境の実現を両立させることによっ

て、住みよい滝沢の実現を目指します。（図５参照）

第５章　土地利用の基本方針

都市の利便性や各地域の特色を
活かしつつ、自然の心地よさを
体感できるまちづくり

1

市民の安全・安心の確保と、市民主体の活動を支えるため、計画的な土地需
要の調整を行い、市土の適切かつ効率的な土地利用の確保を図ります。
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　市街地については、かかわりによる市民主体活

動の土台となる地域コミュニティなど生活環境の

維持・向上を図り、自然との調和や、空間的なゆ

とりの確保に努め、誰もが安心して生き生きと暮

らすことができる住居空間を形成します。

　また、多様な立場の人たちが相互にコミュニ

ケーションを図りつつ、かかわりによる市民主体

活動を進められるよう、それぞれの地域を中心に、

多様な属性の人たちが集まり、多様な立場の人た

ちがコミュニケーションや交流を図れるよう、

「場」の創出を念頭に置いた土地の利用を進めま

す。

　さらに、地域を超えた人とのつながりが創出さ

れ、多様なコミュニティが集まり、人とのかかわ

りを育む市の「中心拠点」として、市役所周辺を対

象とし、商業、行政、医療・社会福祉等の各機能

の強化を図りながら中心市街地の形成を進めてい

きます。

　商工業については、既存商工業の活性化を図り、

にぎわいと活力あふれる都市空間を維持・向上さ

せ、岩手県立大学及び滝沢市ＩＰＵイノベーショ

ンセンター周辺については、産学官連携によるイ

ノベーションの拠点である強みをさらに発揮する

ため、拡張等を含めた土地利用の強化についても

検討を進めます。高等教育機関及び研究機関が集

積する、市東部を中心とした地域においては、産

学官連携の推進により、新たな技術研究や社会実

装に向けた土地利用、さらには先端技術等の実証

フィールドとしての土地活用の検討や、研究をは

じめとする人的資源を育む教育的機能を有する土

地利用を進めます。

　優良な農地の保全を図るとともに、生産・自然

的景観・防災等の様々な機能の維持・向上により、

積極的な農業環境の維持・保全を図ります。

　また、積極的な森林保全に努め、適正な管理に

よる自然環境の維持を前提としつつ、市民の憩い

の場や自然とのふれあいの場としての活用を進め

ます。

　ＳＤＧｓの理念を踏まえ、地球温暖化への対応

ア　暮らしのエリア

イ　産学官連携による産業拠点エリア

ウ　自然との調和のエリア

将来世代を見据えた土地利用2
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大沢
篠木
小岩井
大釡

【南部】
森林・農業集落地・市街地

川前
長根
巣子

【東部】
市街地

元村
鵜飼

【中央部】
市街地

一本木

【北部】
森林・農業集落地

柳沢
姥屋敷

【西部】
森林・農業集落地

地域
拠点

地域
拠点

産業
拠点

地域
拠点

地域
拠点

産業
拠点

地域
拠点

産業
拠点

中心
拠点

図５：土地利用のイメージ

として目指されているカーボンニュートラル
※12
と

いった観点、森林などにおける生物多様性や生態

系の維持といった環境保全などはより重要性を増

すものと考えられ、子どもや孫の世代といった将

来世代まで持続可能な滝沢市となるような土地利

用の方向性を考える必要があります。

　また、各種施設、インフラの維持管理及び更新

並びに生活関連施設や住宅基盤等の土地利用を検

討する際には、利便性とのバランスを取りつつ、

持続可能性を意識した土地利用を推進します。

※12　温室効果ガスの排出量と吸収量を均衡させること。政府は、令和２年（2020年）10月に、温室効果ガスの排出を全体とし
てゼロにするカーボンニュートラルの実現を30年後までに目指すことを宣言しています。
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　第２次滝沢市総合計画の実現に際しては、市内外の環境を踏まえてより効果的に取組が推進できるよう、

広域での連携を進めます。連携に際しては、盛岡広域８市町で定める「みちのく盛岡広域連携都市圏ビジョン

（以下「都市圏ビジョン」という。）」を踏まえた上で、滝沢市の特徴を活かす形で進めることを基本とします。

　広域で定める都市圏ビジョンを踏まえ、連携中

枢都市圏構想を進めていくためには、広域圏を構

成する８市町が、それぞれの特徴や強みを活かし、

また弱みや足りない部分については互いに補い合

うよう連携していくことが必要です。

　例えば産学官連携においては、滝沢市が特徴を

第６章　広域連携における滝沢市の方向性

盛岡広域圏における連携と役割分担の視点のもと、滝沢市の特徴を活かした
広域連携を推進します。

盛岡広域圏内の連携1
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活かす形で広域でのリーダーシップを取りつつ、

一方で観光や環境といった面では、相対的に強み

を持つ周辺自治体と連携した取組を進めるなど、

広域におけるそれぞれの役割を踏まえた連携を進

めます。

　また都市圏ビジョンでは、大きな戦略として

という３つが掲げられています。これらの戦略と、

高等教育機関と研究機関が集積する滝沢市の特徴

を踏まえ、主な連携の方向性について次のとおり

定めます。

　都市圏ビジョンにおける産業の戦略では、産学

官の連携によるイノベーション創出や、ＡＩ等新

たな技術の活用を進め、産業の活性化を図ること

を目的としています。これらは、岩手県立大学と

滝沢市ＩＰＵイノベーションセンターを中心に、

ＩＴ関連産業の集積を進めている滝沢市の特徴と

強く合致しており、引き続き、産学官連携などを

推進します。

　公共交通面をみると、滝沢市と盛岡広域圏は強

くつながっています。特に、滝沢市における東部、

鵜飼、南部などの各地域と盛岡市のアクセスは良

く、人の流れは恵まれた状態といえます。

　一方で、滝沢市内各地域を結ぶ公共交通網は弱

く、市内における人と人との交流が課題となって

連携の方向性

います。市内各地域の交流人口の増減は、産業面

などにも影響を及ぼすため、盛岡との交通的つな

がりを活かしつつ、滝沢市役所周辺の中心市街地

形成と合わせ、公共交通の在り方と、盛岡西廻り

バイパス・北バイパスの整備に向けて検討してい

く必要があります。

　都市圏ビジョンでは、圏域で暮らす安心感や快

適さを高めていくことを目指しています。これら

に強く関連する要素として、福祉や地域医療、そ

して人とのつながりなどが挙げられ、これらにつ

いては、盛岡広域圏、特に盛岡市へのアクセスの

良さを活かした連携により高めていくことを目指

します。

　また、滝沢市役所周辺の中心市街地の形成でも

暮らしの安心や快適さの強化を図り、中心市街地

と市内各地区のアクセス強化に向けた検討を進め

ていくこととします。

2
産業・雇用等経済的な連携

（産業の営みをつなぐ）1

交通・都市機能的な連携
（人の流れをつなぐ）2

安心・福祉等生活的な連携
（暮らしの安心をつなぐ）3

❶産業の営みをつなぐ

❷人の流れをつなぐ

❸暮らしの安心をつなぐ


